（川原田　質問）

２．放置自転車対策について

改正自転車法の施行に伴い、各市町村では放置自転車の撤去をしている。法令では、自治体、警察、鉄道事業者等は放置自転車の撤去に努めるとし、自転車撤去を促す一方で、市町村は条例により撤去した自転車を保管しなければならないと定めている。

駅前等での放置自転車は、市内５０駅が「放置禁止区域」に指定され、放置自転車の撤去費に約２億円に近い費用が歳出されている。ところが放置自転車は一向に減少しているようにみえない。自転車は環境面からも健康面からも本来優秀な乗り物のはず。

これまでの「置くな」とか「置かせない」の施策から脱却して、「置き場所」を確保するといった方向にいくべきだと考える。例えば、ヨーロッパ、特にドイツでは、自転車を奨励する施策があり、「自転車ステーション」と呼ばれる施設の設置が取り組まれていて、そこでは入庫中に修理をしたり、グッズの販売などをしていて、単なる自転車置き場からサービスステーション化することで、雇用までも創出しようという発想である。日本の駐輪場は管理的、行政的な感じがする。また、一時駐輪をしようとしても、場所や手続きが複雑である。放置自転車に見合った駐輪場のスペースが確保出来ているのかどうか、また、利用者拡大のための広報活動や利便性の努力などをより積極的に行う必要があると考える。

そこで質問として、放置自転車の状況、撤去台数の増減、費用等、撤去後の処置をどうしているのか、について聞きたい。また撤去した場合には、なぜそこに置いたのか、などを分析し駐輪場の広報をする必要があると考える。

さらに、今後の広報や利用手続きの簡素化をどのように考えているのか聞きたい。

（神戸市回答　建設局）

駅前の放置自転車対策としては、①駐輪場の整備と有人有料化、②放置禁止区域の指定、③区域内放置自転車の即日撤去、を３本柱として推進してきた。

現在、市内110駅のうち、今年４月に１つオープンして、現在51駅で有料駐輪場を運営し、これらの駅前の放置禁止区域に放置された自転車等の即日撤去に取り組んでいる。

まず、撤去状況についてであるが、14年度実績でいうと、全市で１年間に約1,750回の撤去を実施し、約43,000台の自転車・原付を撤去した。撤去したうちの48％になる約21,000台の自転車等を所有者に返還したが、引取り手のなかった約22,000台は、一般競争入札による売却処分しており、業者を通じてリサイクルがなされている。

駅ごとの撤去状況では、もっとも回数が多いのが「三ノ宮」駅で207回約5，200台であり、一方、駐輪場の収容台数が約4,200台と市内最大である「垂水」駅では、53回約2,700台の撤去を実施した。これらに要した費用は、撤去した自転車を運ぶトラックのレンタル料や、所有者に撤去した自転車を返還する業務を行う保管所の運営経費等で、平成14年度は１億7，600万円余りを要した。撤去台数の増減については、昭和59年時点では禁止区域が15駅あり約13,000台であったが、放置禁止区域の拡大と撤去回数の増加に伴い、平成14年には禁止区域50駅で43,000台と増えている。

次に、放置自転車の状況であるが、昭和59年の調査では、神戸市内の全駅の自転車・原付の放置台数は約16,000台であったが、放置自転車の撤去や駐輪指導を続けてきた結果、平成13年の調査では約8,600台と半減している。

また駐輪場の状況については、有料駐輪場は51駅で設置しており、収容台数約45,000台であり、利用率は67％になっていて、このうち「三宮」・「六甲道」・「灘」等では、100％を超過している一方で、利用率が50％未満の駐輪場も半数近くある状態である。この理由としては、駅ごとの地域差があるが、①利用料金に対する抵抗、②改札口から距離があり利便性に欠ける場合、③団地開発に伴う人口定着の遅れによる需要不足、等が考えられる。

駐輪場の広報としては、①駅周辺の放置禁止区域看板による駐輪場の位置表示、②駐輪場内の看板や事務所に据置のチラシにより料金や利用方法の案内、③ホームページでの駐輪場の紹介、などを行っている。
　駐輪場の利用手続きの簡素化については、一時利用については１回券のほか11枚綴りの回数券発行や、定期券では１ヶ月定期以外に３ヶ月定期の販売をするなどにより、利用者の利便性向上や簡素化を図っている。しかしながら、電車やバスの切符や定期券の購入と比べて煩雑さを感じるのは、定期の場合は、駐輪ブロックの特定が必要であったり、一時利用の場合、不正利用者と区別するために、自転車に利用券を巻きつけるなどの手間を要することが、原因と思われる。これからも適正利用者に対するサービス向上策として、手続きの簡素化について工夫していきたい。

「置くな」から「置き場所」の確保については現在、30駅に「駐輪指導員」を配置し、放置防止のマナー啓発に取り組んでいるが、この駐輪指導員に駐輪場を案内する役割を担わせることも検討していきたい。

　また、来年１月から利用促進を図るため、垂水駅浜側の立体駐輪場をはじめ、市内４箇所の立体駐輪場で、３階部分の料金を引下げることを試行し、同時に神鉄木幡駅などの比較的利用台数の少ない市内５駅の駐輪場を、有人・有料から無人・無料に移行することも施行実施し、利用者の動向を見極めたうえで、地域特性に合わせた駐輪場の在り方を検討していきたい。

　また、放置自転車問題としては、マナー啓発も重要であり、毎年11月に京都、大阪といっしょになって放置自転車クリーンキャンペーンを実施している。なおキャンペーンに合わせ、主要駅前で自治会・婦人会の協力を得てマナー啓発活動を行うなど、市民参加の取組みも行っている。

　今後とも放置自転車の削減を図るため、利用し易い駐輪場を目指し、ＰＲの工夫や運営の改善について、取り組んでいきたい。

